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多核種除去設備で使用された吸着材の処理・処分方法の検討に資するため，使用済み吸着材の分析を行っ

た。放射能濃度や核種組成は試料毎に異なり，核種間に相関性が見られないことがわかった。吸着材の使用

順序や処理する汚染水の放射性核種の組成の違い等に影響されると考えられ，これを前提とした廃棄物濃度

の決定が必要である。 
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1. 緒言 

多核種除去設備（ALPS）は沈殿処理を行う前処理設備と複数の吸着塔で構成され，汚染水中の放射性核種

を除去している。設備の稼働に伴い，前処理設備からはスラリーが，吸着塔からは使用済み吸着材が二次廃

棄物として発生する。吸着塔で使用される吸着材は，汚染水中の 62 核種の除去[1]を目的としていることか

ら，様々な材質の吸着材が使用されている。吸着材の処理・処分方法の検討において，各吸着材の放射能濃

度及びそのばらつきが必要である。 

2. 分析方法 

保管容器（高性能容器; HIC）より採取された 27 点の吸着材（表 1）

の放射能を分析した。試料は使用履歴（使用されていた設備の系統，時

期）の異なるものである。分析にあたっては，各吸着材の材質に適した

前処理方法にて溶液化し，化学分離後，放射能測定を実施した。 

3. 結果 

吸着工程の比較的前段に設置されるチタン酸塩やフェロシアン化合

物の吸着材は，吸着対象である Sr-90 や Cs-137 が主要な汚染であった。

一方，後段に設置されている銀ゼオライト吸着材においては，吸着対象

である I-129 以外に Sr-90，Cs-137 や，Co-60 等の放射性核種が蓄積さ

れ，濃度は試料毎に異なった（図 1）。放射能濃度の推定や決定における

key 核種の存在を調べるため，核種間の相関性を調べた。図 2 に，Cs，

Sr を吸着対象とする吸着材について Cs-137 の濃度に対する Sr-90 の濃

度をプロットした。濃度は吸着材の種類や試料によりばらついており，

また，同種の吸着材においても Cs-137 との相関性を見いだせなかった。

吸着材の使用順序や，処理する汚染水の放射性核種組成が時期により違

うこと等の影響の結果と考えられる。以上から，使用済み吸着材の放射

能を濃度比によって評価することは難しく，この前提に基づいて廃棄物

の濃度を決定する必要がある。 
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図 1 銀ゼオライト吸着材の分析結果 
*白抜きは不検出であることを示す。値は 2024年 9月 1日時
点に補正している。 

表１ 分析した吸着材の種類 

吸着材 吸着対象[1][2] 試料数

フェロシアン化合物 Cs 1

チタン酸塩1 Sr（M2+） 2

チタン酸塩2 Cs, Sr 3

酸化チタン Sb 2

銀ゼオライト I 3

酸化セリウム I, Sb 6

キレート樹脂 Co（M2+, M3+） 1

樹脂系 Ru, 陰イオン性コロイド 5

活性炭 コロイド 4

図 2 Cs-137 に対する Sr-90の濃度相関 
*値は 2024年 9月 1日時点に補正している。図中の点線は，
同一の Sr-90/Cs-137比を示す。 
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